
第 167 号� 平成 24年 3月　（2）議会だより　はこね

議案ごとの審議結果

12
月
定
例
会

　

町
議
会
12
月
定
例
会
は
、

12
月
13
日
か
ら
12
月
17
日
ま

で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
議
案
の
審
議
の
ほ
か
、

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

条　
　

例

◎
箱
根
町
の
議
会
議
員
そ
の

他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災

害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
及

び
箱
根
町
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
同
法
の
引

用
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
、

現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て
可
決
し
ま

し
た
。

◎
箱
根
町
災
害
弔
慰
金
の
支

給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
等
に
伴
い
、

災
害
弔
慰
金
の
支
給
対
象
と

な
る
遺
族
の
範
囲
等
に
つ
い

て
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
こ
と
に
つ
い
て
可
決
し

ま
し
た
。

◎
箱
根
町
子
育
て
勤
労
者
支

援
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　

宮
城
野
小
東
子
育
て
勤
労

者
支
援
住
宅
が
移
転
に
よ
り

所
在
地
等
が
変
更
と
な
る
こ

と
に
伴
い
、
現
行
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い

て
可
決
し
ま
し
た
。

◎
箱
根
町
立
公
民
館
施
設
使

用
条
例
の
一
部
改
正

　

宮
城
野
公
民
館
分
館
の
老

朽
化
に
伴
い
、
施
設
を
廃
止

す
る
に
あ
た
り
、
現
行
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に

つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

◎
平
成
23
年
度
箱
根
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
か
ら
３
，７
０

８
万
２
，０
０
０
円
を
減
額

し
、
総
額
は
、
88
億
２
，３

６
２
万
８
，０
０
０
円
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
可
決
し
ま

し
た
。

◎
平
成
23
年
度
箱
根
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
に
２
，１
１
６

万
１
，０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
は
、
17
億
７
，８
７
１

万
円
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

可
決
し
ま
し
た
。
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箱根町の議会議員その他非常勤の職員
の公務災害補償等に関する条例及び箱
根町消防団員等公務災害補償条例の一
部を改正する条例の制定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

は

採

決

に

参

加

し

ま

せ

ん

箱根町災害弔慰金の支給等に関する条
例の一部を改正する条例の制定につい
て

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

箱根町子育て勤労者支援住宅条例の一
部を改正する条例の制定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

箱根町立公民館施設使用条例の一部を
改正する条例の制定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 23 年度箱根町一般会計補正予算
（第 3 号）

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

平成 23 年度箱根町国民健康保険特別
会計補正予算（第 2 号）

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　記号の説明　　可：原案可決　○：賛成　×：反対


